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＜全体分析＞ 試験時間     100分 解答問題数     4題 

解答形式 

全問記述式。 

分量・難易（前年比較） 

分量（減少・やや減少・変化なし・やや増加・増加） 

難易（易化・やや易化・変化なし・やや難化・難化） 

出題の特徴 

今年度は場合の数・確率の出題がなかった。昨年は易しかったが今年は以前の分量や難度に戻った。 

その他トピックス（入試改革の方向性を踏まえた目新しい出題など） 

第2問（数列）、第4問（図形）はそれぞれ理系の第2問、第3問と類似している。第3問（3次関数）は

理系第4問と同内容である。 

 

＜大問分析＞ 

問題番号 出題分野・テーマ 範囲 コメント（設問内容・答案作成上のポイントなど） 難易度 

第１問 

 

 

 

図形と方程式 

 

 

 

数学II 

 

 

 

(1)は絶対値が付いた関数の最小値を求める問題とな 

る。(2)は px+qy をベクトルの内積の値と見ると考え

やすい。 

 

やや難 

 

 

 

第２問 

 

 

数列 

整数 

 

数学Ｂ 

数学Ａ 

 

an が整数となるnを求める問題。(1)と(2)の誘導の

意味が分かるかが鍵。 

 

標準 

 

第３問 

 

 

 

 

微分法 

方程式の解の範囲 

 

 

 

数学II 

 

 

 

 

方程式 f (x) = b が相異なる３実数解をもち、さらに 

その小さい方から２番目の解β がβ＞1 を満たす条 

件を求める問題。グラフで考える典型的な解法をと 

る。 

 

標準 

 

第４問 

 

軌跡・領域 

ベクトル 

 

 

 

数学II 

数学Ｂ 

 

 

 

放物線上を動く点 P と、線分上を動く点 R に対し

て、  ⃗⃗⃗⃗  ⃗=2  ⃗⃗⃗⃗  ⃗+  ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ を満たす点 S の動く領域を求める

問題。(1)をヒントにしてまず P を動かし、その後 R 

を動かすのがポイント。 

やや易 

※難易度は５段階「難・やや難・標準・やや易・易」で、当該大学の全統模試入試ランキングを基準として判断

しています。 

＜学習対策＞ 

標準的な問題学習をしっかり積み重ね、ミスなく処理できる力をつけることが大切である。 

 

  


